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研究の目的

日本国政府は、2013年までに １兆円規模とすると日本農産物の海外
輸出目標金額を掲げている。なかでも日本酒はその輸出が着実に拡大
しており、 ０５年は一升瓶（１．８リットル）で約５３０万本にあたる９５３７
キロリットルが世界に輸出された。海外で「ＳＡＫＥ」の人気は高まり,この
ところ前年比でも2ケタ増の成長となっている。輸出額でも55億を超えた。
輸出量が最も多いのは、米国向けで全体の３１％、金額ベースでは４
８％にあたる２６億円強を占めている。現在、輸出される日本酒の種類で
は高級化が進んでおり、この現象の背景には寿司に始まる世界的な日
本食ブームの拡大や、長寿国である日本の「食」に対する世界的な関心
の強さがある。今後は欧米だけでなく、アジア諸国の富裕層からもSAKE
に対する関心は高まり、益々と世界市場へ拡大することが期待されてい
る。また、世界的な日本酒の市場拡大は、日本に対するより深い理解・
関心へとつながることが期待される。本論文では競合が激しい国内市場
レッド・オーシャンから海外という新しいブルーオーシャンへと進出機会を
模索している各日本酒メーカーの海外市場への参入戦略研究を含め、
国際ビジネスモデルとしての、今後の「ＳＡＫＥ」の海外市場への輸出戦
略のあり方を考察する。
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